
 

４ 財政指標 

本市の普通会計（Ｐ25 参照）における財政状況について、各種財政指標を用い、

他の指定都市との比較も交えて分析してみました。 

 

（1）市債現在高及び公債費の推移 

市債現在高については、熊本地震に伴う災害復旧事業債の発行、臨時財政対策債

の増加により、令和3年度末は5,000億円となり、過去10年間で一番少ない平

成23年度の3,053億円と比べ1,947億円の増加となっています。 

このうち、臨時財政対策債については、平成13年度から、普通交付税の代替財

源として発行され、その現在高は年々増加し、令和3年度末は2,050億円となっ

ています。なお、熊本地震関連及び臨時財政対策債を除く市債残高については、過

去10年は減少傾向が続いていましたが、近年の中心市街地の再開発事業等により

2,27６億円と増加しています。 

臨時財政対策債については、後年度の償還費の全額が基準財政需要額に算入され、

地方団体の財政運営に支障が生じないよう措置される仕組みとなっています。 
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